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里見軍之名誉教授 略歴 
 
昭和 15 年 12 月 11 日    岡山県に生れる 
昭和 40 年   3  月              大阪大学文学部哲学科卒業 
昭和 42 年 3   月           大阪大学大学院文学研究科哲学哲学史専攻修士課程修了 
昭和 42 年 4   月           大阪大学文学部助手 
昭和 46 年   3  月           同上 辞職 
昭和 46 年   4  月           立命館大学経済学部助教授 
昭和 50 年   9  月           同上 辞職 
昭和 50 年 10  月           大阪大学文学部助教授 
昭和 63 年   6  月           大阪大学文学部教授 
平成 元 年  5  月           文学視学委員（高等教育局）（平成 9 年 3 月まで） 
平成 元 年  6  月           文学博士（大阪大学） 
平成 10 年   4  月           大阪大学評議員に併任（任期 2 年） 
平成 11 年   4  月           大阪大学教授大学院文学研究科に配置換 
平成 16 年   3  月           定年退職 
























1  『社会の哲学』（共著） 昭和 50 年 9 月 学文社 
2  『歴史の哲学』（共著） 昭和 55 年 4 月 北樹出版 
3  『哲学の諸問題』（共著） 昭和 59 年４月 晃洋書房 
4  『現象学と方法の問題』(単著) 昭和 63 年 3 月 大阪大学文学部紀要、第 27 巻 
5  『ドイツ観念論とディアレクティク』（編著） 平成 2 年 11 月 法律文化社 
6  『現代思想のトポロジー』（編著） 平成 3 年 3 月 法律文化社 
7  『哲学基本事典』（編著） 平成 4 年 4 月 富士書店 
8  『知と行為』（共著） 平成 5 年 12 月 ミネルヴァ書房 
9  『現代哲学の潮流』(編著) 平成 8 年 7 月 ミネルヴァ書房 
10 『自然のなかの人間』(編著) 平成 13 年 2 月 大阪大学文学研究科広域文化形態論講座 
11 『コミュニケーションの存在論』(編著) 平成 13 年 3 月 科学研究費補助金研究成果報告  
      書 
 
論文 
1   フッサールの「志向性」理論（単著） 昭和 43 年 12 月 『待兼山論叢』第 2 号 
2  フッサールにおける認識論的なものと形而上学的なもの(単著) 昭和 47 年 10 月『現象学
研究』第 1 号 
3   「意識の現象学」についての一考察(単著) 昭和 48 年 12 月 『立命館文学』第 341/342/343
   合巻号 
4    フッサールの時間論（１）(単著) 昭和 54 年  3  月 『哲学論叢』第 4 号 
5    フッサールの時間論（２）(単著) 昭和 54 年 11 月 『哲学論叢』第 5 号 
6    フッサールの時間論（３）(単著) 昭和 55 年 10 月 『哲学論叢』第７号 
7   「現象学的還元」考(単著) 昭和 58 年 11 月 『哲学論叢』第 13 号 
8    高橋哲学について(単著) 昭和 60 年 11 月 『哲学論叢』第 16 号 
9    純粋論理学と超越論的論理学(単著) 昭和 62 年 12 月 『哲学論叢』第 18 号 
10  カント図式論の射程(単著) 平成元年 12 月 『哲学論叢』第 20 号 
11  ハイデッガーのカント解釈(単著) 平成元年 12 月 『待兼山論叢』第 23 号 
12  理想主義者フッサール(単著) 平成 3 年 11 月 『現象学年報』第 7 号 
13  第三批判の体系性(単著) 平成 4 年 1 月 『立命館文学』第 522 号 
14  生と学と－フッサールのディルタイ批判（単著） 『アルケー－関西哲学会年報』第 1 号 
15  主観的目的論の帰趨－カントとフッサール(単著) 平成 8 年 1 月 『現象学年報』第 11 号 
16  超越論的哲学の可能性－カント哲学の位置づけ（単著） 平成 10 年 3 月 『メタフュシカ』  
    第 2 号       
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17  感情論素描(単著) 平成 10 年 3 月 『感情の解釈学的研究』（科学研究費補助金研究成果 
    報告書） 
18  純粋経験について(単著) 平成 11 年 12 月 『待兼山論叢』第 33 号 




1   フッサールの受動的総合の理論（要旨） 昭和 45 年 9 月 『関西哲学会紀要』第 10 号 
2   心身関係論（要旨） 昭和 47 年 2 月 『立命館経済学』第 20 号 
3   哲学的人間学（クーン）(共訳) 昭和 54 年 6 月 白水社 
4   伝統を近寄せること（ローディ）（翻訳） 昭和 62 年 12 月 『哲学論叢』第 18 号 
5   ウィーン学団（クラフト）（共監訳） 平成 2 年 9 月 富士書店 
6  「記述」「形相」「理念」 平成 2 年 9 月 『岩波哲学・思想事典』 
 
学会発表 
1    フッサールの受動的綜合の理論 昭和 44 年 10 月 関西哲学会第 22 回大会  
一般研究発表 天理大学 
2  カントと超越論的現象学 昭和 62 年 11 月 日本カント協会第 12 回大会  
シンポジュウム提題 東京大学 
3  学と生と－フッサールのディルタイ批判－ 平成 4 年 11 月 関西哲学会第 45 回大会  
委嘱による発表 高知大学 
4  主観的目的論の帰趨－カントとフッサール－ 平成 6 年 11 月 日本現象学会第 16 回 
大会 シンポジュウム提題 神戸大学 
5  超越論的哲学の可能性－カント哲学の位置づけ－ 平成 8 年 11 月 日本カント協会 
第 21 回大会 シンポジュウム提題 愛知学院大学 
 
講演 
1  Japanese View of Nature 平成 15 年 10 月 State Univ. of New York at Buffalo 
2  哲学の現在（シンポジュウム「人文学の現在」提題） 平成 15 年 11 月 大阪大学大学 
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里見軍之名誉教授  功績覚書 
 
 里見軍之名誉教授は、昭和 40 年 3 月大阪大学文学部哲学科を卒業し、同年 4 月同大学大学院
文学研究科修士課程に入学、哲学を専攻し、昭和 42 年 3 月同課程を修了した。同年大阪大学文
学部助手に採用され、昭和 46 年同助手を退職した。その後同年 4 月立命館大学経済学部助教授
に採用され、昭和 50 年 9 月に退職した。つづいて同年 10 月大阪大学文学部助教授に採用され、
同時に大学院文学研究科担当を命ぜられ、昭和 63 年 6 月に同教授に昇任、同 9 月には文学博士
（大阪大学）の学位を授与された。平成 11 年 4 月大学院重点化に伴い、同大学大学院文学研究
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